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熊井の森通信

■鳩山町の小中学生全員にチラシ配布

「熊井の森 夜のいきもの観察会＆写

真教室」開催のお知らせチラシを、鳩

山町教育委員会のご協力で、夏休み前

に鳩山町の小中学生全員に学校から個

別配布していただきます。なお、この

企画と「鳩山の窯跡を訪ねる見学会」

(８月２８日）は鳩山町政施行４０周年

記念「冠」事業として、鳩山町の「広

報はとやま」(８月１日発行）に紹介さ

れ、さらに鳩山町のホームページでも

掲載されます。

■第３回熊井の森写真学校を開校

８月２０日(土）午前９時、熊井の森・

立野谷津特設駐車場に集合。いつもと

同じ企画です。同日夜のイベント準備

もあり、三森先生はずっと鳩山にいま

すので、たっぷり教わるチャンスかも。

■森林浴ピザ窯モニターご招待

７月２４日(日）午前１０時、上熊井

農産物直売所に集合。じゃらんで募集

する「秋のピザ窯＆味覚満喫エコツアー」

に向けて、運営ノウハウの確認と企画

グレードアップのためのモニターご招

待です。ご協力いただける方はご一報

ください。参加無料。詳細はお問い合

わせください。
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■下熊井住民説明会を開催

６月２６日(日）午後２時～４時、下熊井

公会堂で、下熊井の住民の方々を対象に、

「熊井の森での保全活動説明会」を開催。

熊井の森の素晴らしさ、保全活動の現状と

今後の取り組みについて１時間ばかり説明。

ドローン動画を見て、「日頃、見なれてい

る熊井の森は、こんなにきれいだったっけ

(笑い）」と驚きの声があったり、「熊井の

森という名前を付けるなら、住民への説明

と理解が必須だ」とのご意見もあり、意義

のある会でした。今後

も住民の方々との話し

合いを続けます。

■鳩山ＳＡＴＯＹＡＭＡ写真

展実行委員会を開催

５月２９日、７月３

日と２回、応募実行委

員８人でミーティング。

展示室それぞれの展示写真のテーマを話し

合う。会場入り口で鳥の鳴き声を流し雑木

林の雰囲気にする、景観樹木や湧き水、越

辺川の風景などを分担して撮影する、スチー

ル写真をドローンで撮影するなどアイデア

が次々と。次回打ち合わせ８月７日。

＜はと麦作業日誌＞

６月４日、耕作していない場所（昨年、脱

穀したときにこぼれたタネからいっぱい芽

が出た）に自生したハトムギの苗を一部植

え替え。川越市在住の女性がお手伝い。綿

の苗とハーブ数種も植えました。

７月1日早朝、草むしり。体力の限界で１

時間半でギブアップ。でも、雑草が生えた

ところもそれなりに元気に育っているので、

そのままにして様子を見ることに。

７月５日、雨が降った。嬉しい！

活動報告

ＮＰＯ法人はとやま環境フォーラム新理事体制

２０２２年５月１７日、令和３(２０２１）年度総会を開催。

令和３年度事業報告および収支決算報告、令和４年度事業計

画および収支予算書が承認。さらに理事の辞任・新任および

主たる事務所の「かわせみハウス」への変更も承認された。

＜新理事名簿＞

愛場謙嗣（代表理事）、佐藤暎子(理事）、鈴木勝行(理事）、

下川敬明(理事）、愛場結偉(理事）、加藤博(監事）

トピックス

■はと麦畑にニホンカモシカ出現！

６月１日、午後２時ごろ、ふり返る

と、熊井の森のハト麦畑をニホンカモ

シカが歩いているのを目撃。動画あり。

近年、シカに追われてニホンカモシカ

が秩父の山奥から人里に下りてくるよ

うになったとかで、ついに、鳩山にま

で。専門家に画像を見てもらったら、

雌の成獣で妊娠しているだろうとのこ

と。当団体実施の赤外線カメラによる

中大型動物生態調査（環境省事業）で

も、６月２６日午前７時に、石坂の森

でもニホンカモシカが写っていました。
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